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警備業務
火災・盗難等様々な災害
から建物及び人命・財産
を守るため、日頃より鍛
え抜かれた警備員が対処
します。災害を未然に防
ぎ皆様の安心を保証しま
す。

環境衛生
管理業務

建築物における衛生的環
境の確保に関する法律
（ビル管理法）等に規定
された業務を行います。

その他
サービス業務
業務の内容が専門的なもの
につきましては、皆様自身
で行うより専門家に任せて
はいかがですか？確かな仕
上がりをお約束します。

アウトソーシング
業務

皆様の本業以外で行わな
ければならない専門業
務、わずらわしいノンコ
ア業務を代行します。

清掃管理業務
快適な環境創りの第一歩は
清掃ではないでしょうか。
清潔な環境を回復したり、
維持することを目的に、
様々な方法を用い作業を行
っています。建物の美観の
維持管理に欠かせない作業
です。

設備管理業務
建物の中では、様々な機器が
作動しております。その一つ
一つの機器が正常に稼動して
いるかどうか、または、これ
から先も正常に稼動できるか
どうかを、日々、定期定期に
チェックしメンテナンスを行
う業務です。

　ビル総合管理業の大森産業では、
業界を取り巻く現状が大きな変化を
続ける中、次々と事業品質と信頼性
向上のため数々の施策を実施してき
た。2004年から統合マネジメントシ
ステムの構築として、ＩＳＯやＯＨＳＡＳ
などの認証取得、またＥＡ手法を取り
入れた全社の基幹業務の統合管理
システム構築など、マネジメント強化
を推進してきた。これらの企業マネジ
メントの一つの結果として、2011年
には全業務における統一ブランド・
「ＯＨＦＡＳ」（オオモリ・ファシリティ
ー・サービス）を決定した。
　このブランドは①あらゆる法令の
遵守②お客様の立場に立った業務
の推進③正直な対応④あらゆるニー
ズにお応えするため順応性の高い提
案⑤すべての業務において安全な仕
事を追及という５つのポイントを具現
化したものだ。
　また2015年７月29日付けでＩＳＭ
Ｓ（情報セキュリティマネジメントシス
テム）の国際規格ＩＳＯ27001（ＪＩＳＱ
27001）の認証を取得した。さらにこ
れに併せて、取扱う情報資産保護の
重要性を認識し、情報セキュリティマ
ネジメントシステムを構築するため、
基盤となる情報セキュリティ方針も制
定し、ホームページ上でも公開した。
「金融機関関係などのユーザー様が

多いため、情報の取り扱いを厳密に
して、安心して取り引きできる体制を
整備することが社会的義務と考え、全
社的な方針として掲げています」と大
森社長はＩＳＭＳ認証取得の意義を話
す。これら各種認証の取得・体制構築
により「会社のベースとして、安心して
お取引いただく体制が整った」と大森
社長は手応えを感じているが「今後は
社内体制のスキルアップを目指し『５
Ｓ』の徹底を推進したい」と新たな取
り組みに意欲を示す。

　「５Ｓ」は主に製造業・サービス業な
どの職場環境の維持改善で用いられ
るスローガン。製造業におけるムダ
は、「探すムダ」「選択のムダ」「歩行
のムダ」「動作のムダ」「手待ちのム
ダ」などの人の動きや、「スペースの
ムダ」「運搬のムダ」など、物の動きに
おいて発生する。こういったムダを「５
ｓ」活動で目に見える形で洗い出し、
対応をすることで品質向上、コスト低
減、納期順守、リードタイム短縮など
につなげ、最終的にコストダウン、顧
客満足度向上に結実させる考え方
で、トヨタの「カイゼン」を支えている
取り組みでもある。「これは単なる職
場環境の維持・向上という面だけで
はなく、品質、コスト、納期、安全など
業務品質全体の向上を図る方法でも
あり、社員みずから改善力を身に着
けることで、全社的な意識と行動に変

革を促したい。この活動は当社のよう
なサービス業においても有効で、より
一層業務の効率化・高品質化が推進
できると考えています」と大森社長は
活動を導入する目的を説明する。

　一方でアセット運営・管理・コンサ
ルタント業務を始めとした多角化経
営を進める大森社長は「営業展開の
拡大を目的に、今後はＭ＆Ａも積極
的に推進したい」と一つの方向性を
示す。「例えば後継者不在により事業
継承が困難な案件や、被災により事
業継続が見通せない案件、また当社
がこれまで積み重ねてきた事業スキ
ルの応用が可能な案件など、福岡、熊
本、鹿児島を中心に広く様々な案件
を検討したい」と更なる事業拡大に
向け歩みを進める。

昨年実施した社員大会の様子 設備運転監視業務

新たに「５Ｓ」活動も取り入れ
全社的な意識・行動改革に着手

大森産業は1948（昭和23）年に創業、逓信省への物資納入から事業をスタートさせ、
1953（昭和28）年の熊本大水害後から形を変え、
本格的にビルメンテナンス業へ進出。来年には創業70周年を迎える。
現在では九州内の業界各社を見渡しても、
一、二の歴史を有する老舗企業として地域の信頼も厚い。
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3,000万円

建物総合管理

25億1,200万円（16年9月期決算）

462人

オメックス、大森産業 水俣市（ほか2社）

福岡支店、鹿児島営業所

八代、芦北、水俣、阿蘇、玉名、菊陽、嘉島

http://www.ohfas.co.jp
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おおもり・としお／熊本市田崎町出身、1960（昭和
35）年7月6日生まれ、57歳、真和高校－熊本商科大学
商学部卒。83年オリエンタル警備保障取締役、84年大
森産業取締役、87年日本ビルサービス入社、89年大
森産業入社、91年オメックス取締役、92年大森産業
（水俣）取締役、97年代表取締役専務を経て02年7月
社長に就任
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大森 敏雄 社長

業務品質の向上目指し
段階的に施策を実施

新たに「５Ｓ」活動の推進にも意欲

事業拡大に向けＭ＆Ａも視野に

サービスビル総合管理
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